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宗
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務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
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Ｅ
メ
ー
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yahoo.co.jp

編
集
後
記

▼
10
月
も
半
ば
を
迎
え
、
よ
う
や
く
秋
め
い
て
来

ま
し
た
。
衣
更
え
の
準
備
を
と
思
い
、
向
こ
う
一

週
間
の
天
気
を
調
べ
た
ら
、
ま
だ
ま
だ
半
袖
が
必

要
ら
し
く
、
先
延
ば
し
に
し
ま
し
た
。

▼
周
作
忌
も
無
事
終
え
ま
し
た
。
実
に
5
年
ぶ
り

の
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
部
は

リ
モ
ー
ト
参
加
も
可
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
第
二
部

が
パ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う
豪
華
版
と
な
り
ま
し
た
。

▼
周
作
ク
ラ
ブ
の
次
の
事
業
は
新
年
会
で
す
。
半

袖
を
着
て
「
忘
年
会
」
や
「
新
年
会
」
の
こ
と
を

書
い
て
い
る
の
も
何
だ
か
お
か
し
な
気
分
で
す
。

幹
事
、
役
員
そ
ろ
っ
て
少
し
で
も
楽
し
い
も
の
に

し
よ
う
と
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

▼
周
作
ク
ラ
ブ
会
報
も
来
年
の
夏
で
１
０
０
号
と

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
１
０
０
号
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見
や
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼「
沈
黙
」
に
続
い
て
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ

監
督
が
ま
た
遠
藤
作
品
を
映
画
化
す
る
よ
う
で
す
。

「
死
海
の
ほ
と
り
」で
す
。
映
画
製
作
と
い
う
の
は
、

発
表
さ
れ
て
か
ら
実
際
に
撮
影
し
公
開
さ
れ
る
ま

で
に
は
膨
大
な
時
間
と
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
ぜ

ひ
と
も
公
開
ま
で
漕
ぎ
着
け
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。�

（
亀
）

員
は
送
料
無
料
。
価
格
は
税
込
み
。

✤ 

お
問
合
せ
は
、
河
出
書
房
新
社
編
集
部
・

太
田
美
穂
ま
で
。m

-ota@
kaw
ade.co.jp
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◆
関
連
イ
ベ
ン
ト

﹁
メ
ナ
ム
河
の
日
本
人
﹂︵
再
演
︶

※
原
作
は
、
山
田
長
政
と
ペ
ト
ロ
岐
部
の
邂

逅
を
通
し
、「
日
本
人
と
は
何
か
」
を
問

う
遠
藤
周
作
に
よ
る
戯
曲
。

会　

場　

静
岡
芸
術
劇
場

公
演
日　

１
月
18
日（
土
）、
19
日（
日
）／
２

月
15
日（
土
）、
16
日（
日
）／
３
月
１
日

（
土
）、
２
日（
日
）…
…
各
日
14
時
開
演

演
出　

今
井
朋
彦

料
金　

一
般 

４
，２
０
０
円　

25
歳
以
下
お

よ
び
学
生 

２
，０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

１
，０
０
０
円
。

問
合
せ
先　

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
静
岡
舞
台
芸
術
セ

ン
タ
ー
）
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
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◆
周
作
ク
ラ
ブ
２
０
２
５
年
﹁
新
年
会
﹂

来
年
も
賑
や
か
に
新
年
会
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
（
豪
華
景
品
を
用
意
し
た
福
引
付

き
）。
昨
年
の
大
盛
会
を
再
現
し
ま
し
ょ
う
。

会
場
を
新
宿
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
誘

い
あ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

✤ 

ひ
と
月
ほ
ど
前
に
「
参
加
申
込
」
の
た
め

の
往
復
ハ
ガ
キ
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
予
定
を
あ
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
25
日
︵
土
︶
12
時
半
か
ら

会
費　

６
︐０
０
０
円

会
場　

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ダ
イ
ニ
ン
グR

ico

　
　
　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
ノ
１
ノ
１

　
　
　

新
宿
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ�

Ｂ
1
Ｆ

※�「
新
宿
」
駅
西
口　

中
央
通
り
地
下
通
路

よ
り
徒
歩
６
分
。
都
営
大
江
戸
線
「
都
庁

前
」
駅�

Ａ
1
出
口
よ
り
徒
歩
１
分
。

◆﹁
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
﹂
の
ご
案
内

２
０
２
５
年
の
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」

が
左
記
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

第
23
回　

原
点
の
旅
︵
１
泊
２
日
︶

﹁
ユ
リ
ア
と
よ
ぶ
女
﹂﹁
怪
奇
小
説
﹂
の
舞

台

―
駿
府
・
網
代
・
熱
海
を
バ
ス
で

日
時　

５
月
18
日（
日
）～
19
日（
月
）

　
　
　
　

※
希
望
者
は
前
泊
・
延
泊
も
可
能
。

費
用�

現
地
集
合
の
場
合　

約
５
万
５
，０
０�

０
円
東
京
発
着
の
場
合　

約
６
万
５
，０
０�

０
円
（
現
時
点
で
の
見
込
み
）
※
参
加
人

数
に
よ
っ
て
金
額
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

予
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

18
日　

10
時
50
分　

新
幹
線
・
静
岡
駅
―

バ
ス
で
駿
府
城
へ
（
途
中
で
昼
食
）
―
駿
府

城
庭
園
散
策
―
カ
ト
リ
ッ
ク
静
岡
教
会
―
宝

台
院
―
17
時
こ
ろ
網
代
・
大
繩
公
園
―
熱
海

あ
る
い
は
網
代
の
ホ
テ
ル
―
ホ
テ
ル
内
に
て

夕
食
懇
親
会
。

　

19
日　

９
時
ホ
テ
ル
発
―
怪
奇
小
説
ゆ
か

り
の
地
・
熱
海
を
散
策
（
起
雲
閣
な
ど
も
見

学
）
―
昼
食
は
小
田
原
「
鈴
廣
」
―
そ
の
後

「
小
田
原
駅
」
に
て
解
散
。

※
最
少
催
行
人
数
は
15
名
で
す
。

※
現
地
集
合
・
各
地
の
空
港
等
か
ら
の
発
着

も
可
能
で
す
。

※
現
時
点
で
の
予
定
で
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
訪
問
先
は
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

✤ 
プ
ラ
ン
確
定
の
た
め
に
は
、
お
お
よ
そ
の

参
加
人
数
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
参
加
ご
希
望
の
方
に
は
、
仮
申
込

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
込
先
は
周
作
ク
ラ

ブ
宛
て
、
メ
ー
ル
か
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し

ま
す
（
宛
先
は
本
ペ
ー
ジ
下
段
参
照
）。

12
月
25
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

✤ 

実
現
可
能
と
な
れ
ば
、
次
号
会
報
で
詳
細

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表
し
、
参
加
ご
希

望
の
方
々
へ
は
、
旅
行
社
か
ら
直
接
ご
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。
ま
だ
迷
っ
て
お
ら

れ
る
方
も
、
と
り
あ
え
ず
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
３
月
に
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

料
金
を
お
知
ら
せ
し
、
あ
ら
た
め
て
参
加
・

不
参
加
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

◆
遠
藤
周
作
の
関
連
本

﹃ 

遠
藤
周
作 

道
化
の
泪

―
無
名
の
人
の

声
を
聴
く
﹄ 

今
井
真
理 

著

�

11
月
25
日
刊
行
予
定　

定
価
３
，０
８
０
円

※�

独
自
の
視
点
〈
遠
藤
文
学
と
無
名
の

人
々
〉
を
テ
ー
マ
と
し
た
著
者
２
冊
目

の
遠
藤
論
で
す
。「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会

　

―
♢

―
♢

―
♢

―

✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大

歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
3
，0
0
0
円
。
入
会
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の
「
会
報
」
が
送
ら

れ
る
ほ
か
、
会
が
主
催
す
る
「
新
年
会
」「
周
作

忌
」「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
遠
藤
作
品
の
足
跡

を
訪
ね
る「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」、
そ
し
て

「
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
」
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、ハ
ガ
キ

0

0

0

か
Ｅ
メ
ー

0

0

0

ル0

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
資

料
と
会
費
用
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

お
知
ら
せ


